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艮幸 告

国際歯科材料会議 2011（IDMC2011 ）
　　　　　　　講演会報告

　国際歯科材料会議 2011（lnternational　Dental　Materials

Congress　2011，略称 IDMC2011）が第 57 回日本歯科理

工学会学術講演会と大韓歯科器材学会 2011 年年次大会

との 併催と し て，韓国， ソ ウ ル 市 の 延 世大學校に て

201／年 5 月 27 凵（金）〜5月 29 目（日）に 開催 さ れ た．

国際歯科材料会融は 2007 年 に タ イ王国バ ン コ クで の 開

催 以 来 4 年ぶ り，2 回口で あ る．本会議 は H 本歯科理工

学会と大韓歯科器材学会との 共催学会と して ，大韓歯科

器材学会会長 の Kwang−Mahn 　Kim 教授を大会長，本学

会会長 の 楳本 貢 r 教授，大韓 歯科器材学会 前会長 の

「rae‘Sung　Bae教 授 を 組 織 委 員 長 と し て，
“
Moving

Dental　Materials　from　the　Laboratory　to　the　Clinic
”

を

テーマ に開催された．

　本大会には日本をはじめ，韓国，中国，タ イ，マ レ
ー

シ ア，トル コ ，メ キ シ コ ，ア メ リカ合衆国，サ ウ ジア ラ

ビ ァ な ど数多 くの 国々 か ら合計 275演題の 申し込みが あ

り，参加者も 420名を超える 大盛況となっ た．

　大 会第 1H 目は学 内 の AIIen　Hal1　and 　Garden に て，

開会式が行わ れ，大会長の Kim 教授，韓国歯科医師会

会長の Se−Young　Kim 氏 などの 挨拶の 後，園内で 歓迎 レ

セ プ シ ョ ン が開催 された．会場が医学部病院の 裏手 にあ

り若下わか りに くい と こ ろ で あ っ た ため，道筋に案内の

ス タ ッ フ が 立 っ て い たが 道に 迷 わ れ た先生方が 多く，ご

迷 惑 を お か け した こ とを こ こ で お 詫び した い ．

　大会 2H 目は 医学部病院隣の E 
一Myung 　Auditorium

に て 午 前 に
“
New 　Concept　 oHmplant 　Design　 and

Characteristics
”

と し て 3 題， 午 後 に は
‘’
Esthetic

Restoration　usillg　CA1）／CAM 　Technology
”

の 4患 の 特

別講演が行わ れ た．また，午前中はイ ン プ ラ ン ト20題，
金属 33題 生体適合性 3  題 の，午後に は セ ラ ミ ッ クス

22題，CAD ／CAM 　3題，器具そ の 他 28題 の ポ ス ター発

表が 行 わ れ た．さ らに 午 後 には Young　lnvestigator
Award に 応募さ れ た 62 題 か ら岩類選考された 15題 に

つ い て ポ ス タ
ー

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 形式で の 審査 が行わ

れ，7演題が優秀論文 として 選考され た．

　バ ン ケ ッ トは漢江 を川面か ら満喫する デ ィ ナークル ー

ズで あ っ た．学会場か らバ ス で 移動 した 船上 で は，ソ ウ

ル 歯科医師会長の 挨拶，韓国民話な どの ア トラク シ ョ ン

と Young 　Investigator　Award の 表彰が行われ，韓国料理

を は じ め とす る イ ン ターナ シ ョ ナル な料理 と ワ イ ン を堪

能し，国際色豊か で和や か な雰囲気で行わ れ た，

　大会 3 日目は 3 つ の 冂頭発表会場で 37 題 の 口頭発表

が行われ た後，接着 17題，コ ン ポ ジ ッ トレ ジ ン 25題，

ポ リ マ ー29 題 の ポ ス タ ー発表が 行わ れ た．そ の 後，

Kwang−Mahn 　Kim 大会長の挨拶で 閉会となっ た．

　 国 際 歯科 材料 会議 2011は，大韓 歯科器材 学 会 の

Kwang−Mahn照m 会長，　 TaeSung　Bae前会長 と大会準

備副委員長とし て実務を担当され た Y  ng 　JQan　Park副
会長 を姶め，多くの ス タ ッ フ の ご尽力 に より，また，凵

本歯科理工 学会か らは 大会参加者へ の 参加費 の 補助 多

くの 関連企業か ら の ご支援，日本の IDMC2011 準備委

員会 の ご協力 に よ り．成功裏に終 ∫す る こ とがで きまし

た，計画 の 立案から影大な作業 をこ なされた先生方，ス

タ ッ フ の 方々 に 心 よ りお礼申し上 げ，本会議の 報告とい

た します．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 高橋英和

　　　　 （国際歯科材料会 1，義20／1準備委貝会副委員長，

　　　　　 東京医科歯科大学歯学部 rl腔 保健工学専攻）
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